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１．長崎県の農業の概要



長崎県農業の概要

〇九州の最西端に位置
→・温暖な気候を活用した農業
・大消費地から離れた地理的条件も

〇多くの離島や半島から成り立ち、地形は
複雑、急傾斜が多く、耕地条件に恵まれて
いない箇所も

傾斜度比率 全 国 長崎県

水田1/20以上
１４％ ４８％

畑10度以上
（樹園地除く） ４％ ９％

※県土面積の約４４％が離島



本県農林業の概要、特徴

年 Ｈ２０年 Ｈ２８年 Ｈ２９年 Ｈ３０年

本県産出額 １，３９６ １，５８２ １，６３２ １，４９９

対前年比 １０３．５ １０１．９ １０３．２ ９１．９

全国順位 ２２ ２２ ２２ ２２

１．農業算出額の動向 単位：億円、％

２．産出額上位５品目

１位 ２位 ３位 ４位 ５位

Ｈ３０
肉用牛
２５９

米
１３５

みかん
１２２

豚
１２０

いちご
１１２

Ｈ２９
肉用牛
２４１

米
１３１

みかん
１２９

豚
１２３

ばれいしょ

１１０

単位：億円

◎農業産出額トップ５に
入る品目（H30）
第１位：びわ
第３位：ばれいしょ
第４位：たまねぎ、いち
ご
第５位：葉たばこ、きく、
カーネーション



２．本県の農作業事故の現状



〔原因別〕 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 合計

農業用機械作業

転落・転倒 1 2 3 3 6 4 5 24
挟まれ 1 2 1 1 1 1 7
ひかれ 2 2
その他 1 1 1 3

農業用機械作業
以外

ほ場、道路からの
転落 1 2 1 1 2 １ 1 9

農作業中の火傷 1 1 2 4
高所からの転落 1 1 2
溺水 1 1
熱中症 1 １
その他 2 2

合 計 6 7 6 6 12 8 2 8 55

本県の農作業死亡事故概要 （原因別）

※令和元年、2年の件数は暫定値
・H29を除くと、毎年７名前後で推移
・原因別では、直近、機械作業時の転落、転倒での割合が
５０％程度



〔年齢別〕 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 合計

８０歳以上 3 4 2 2 6 3 2 4 26

７０歳～７９歳 1 2 3 1 4 4 2 17

６０歳～６９歳 2 1 1 3 2 1 10

５０歳～５９歳 0 0 0 0 0 1 1

４９歳以下 0 0 0 0 0 0

不明 1 １

計 6 7 6 6 12 8 2 8 ５５

本県の農作業死亡事故概要 （年齢別）

※令和元年、2年の件数は暫定値

高齢者の割合が高い



1. 農業生産の中核となる農業者や農業者の指導
者を育成する農業機械士認定制度の推進

2. 農業大学校及び長崎県農業機械士協議会によ
る農作業安全研修の実施

3. 農作業安全確認運動の実施

長崎県の農作業安全推進



３．長崎県農業機械士連絡協議会について



組織体制など

会長

副会長、理事、監事

県央支部 島原支部

諫
早
分
会

川
棚
分
会

波
佐
見
分
会

島
原
分
会

設立年月日：昭和５１年
（１９７６年）４月１日
会員数（Ｒ２）：４３名



活動内容（県全体）

会員の資質向上や、最新の情報を得るための研修会の開催

＜令和元年度＞

「無人トラクタの実用化に向けて」

大規模圃場の
諫早湾干拓地
で、無人トラ
クタの実演



活動内容（県全体）

＜平成３０年度＞

「ドローンの農業の実用化に向けて」

・農薬散布など、利用の拡大も
進む
・一方で、関係する法律の理解
も必要



活動内容（各支部）

１．春・秋の農作業安全確認運動の実施
・のぼりの設置、ポスターの掲示やチラシの配布。

２．農業祭など、イベント時を活用した、農作業安全に関する啓発活動

のぼり設置活動
（諫早支部諫早分会）

農業祭りでブース設置、
周知活動

（島原支部）

のぼり設置活動
（島原支部）

農業祭りでブース設置、
周知活動

（県央支部）



活動内容（各支部）

３．農作業安全及び農業機械研修
・県内各地での農作業安全研修会や集落座談会での研修会の実施

４．高齢農業者への農作業事故への注意喚起（ベテラン農業機械点検）
県農業大学校での研修受講

農作業安全研修会
（壱岐）

集落座談会での啓発活動
（県央支部川棚分会）



課題１．会員の高齢化

◎高齢化が年々進んでおり、各地域での活動の停滞が懸念。

→対策：各作目部会、集落営農組織役員の機械士資格取得を推進

課題２．活動のマンネリ化

◎以前 会合時に機械士より農作業安全講義の場があったが、機会が年々減少。
現在 のぼりの設置、チラシ、ポスターの配布活動が主、効果が見えにくい。

→対策：活動対象の重点化や波及を検討

本県連絡協議会の課題



５．各支部での取り組み



・県の南東部、雲仙普賢岳を有する
島原半島に位置

◎島原半島→県を代表する
農業地帯（県農業粗生産額
の約４割）

・恵まれた気候と土地条件
・畑作農業が中心、多様な
産地となっている
（露地野菜、施設園芸、畜
産・・）



島原支部での取り込み（本年度）

島原支部

対象：ＪＡ生産部会

◎本年度から
→雲仙ブロッコリー部会

・基盤整備＋規模拡大

※昨年度、
農林水産祭天皇賞受賞



島原支部での取り込み（本年度）

ヒヤリ１

段差

ヒヤリ２

見通しの悪さ

・ヒヤリする箇所、経験あり。
・だが、農作業安全の意識は低い。

→生産に加え、安全意識を高める必要
（部会長）



・県のほぼ中央に位置。焼き物の町
（波佐見焼）

◎波佐見町
→
・基盤整備された水田。
・大型機械による米麦一貫体系
での農業が展開。
・近年、８つの集落営農法人
が設立。



県央支部での取り組み（本年度）

・オペレーターの高齢化。
・だが、農作業安全の意識は低い。

→生産に加え、安全意識を高める（部会長）



まとめ

県央支部（各分会）

対象：集落営農法人

島原支部

対象：各作目部会

・機械や作業の共同化、
活動も活発化

→オペレータの高齢化、
新しい作業への安全対策

◎他の組織への農作業安全
意識向上

◎労働安全の確保

・これまで、所得向上
やブランド化が中心

→農作業安全意識の不
足

◎他の部会、個人の
意識向上

◎安全対策→
後継者が就農しやすい環境
にも

対象 現状、課題 期待される効果



ご清聴
ありがとう

ございました。


